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序文

今回報告しますのは、昭和63年と平成元年に実施しました、飯

盛山城遺跡における発掘調査の成果です。

飯盛山城遺跡は、中世の山城である飯盛城の城域を想定した、周

知の埋蔵文化財包蔵地で、城域は四條畷市側を含めると南北650

m、東西400mと推定されています。

近年は各地で山城の調査・研究が進みつつあり、近隣では、交野

市の私部城において継続的な調査が行われ、また、河内長野市の烏

帽子形城は、平成24年、大阪府下の城郭では、実に70年ぶりに

国の史跡に指定され話題となりました。

飯盛城については、ここ数年来の城郭研究者による現地踏査や教

育委員会で実施した測量調査等で、従来の山城のイメージとは異な

り、堅固な石垣を随所に設けていたことがわかってきました。また、

城主であった三好長慶の研究も進み、織田信長に先んじて、京都を

抑え畿内を統一した人物としての歴史的評価がされつつあり、居城

であった飯盛城についても関心が高まっています。

大東市は平成27年、飯盛城を日本の歴史にとって重要な文化財

として位置づけ、四條畷市と連携して、国史跡指定に向けての調査

・研究をスタートしました。史跡指定を受けるために解決しなけれ

ばならない課題は多々ありますが、着実に進めてまいりたいと思い

ます。

最後になりましたが、発掘調査に関してご理解と多大なるご協力

をいただきました事業者を始め、関係者各位に感謝の意を表します

とともに、遅ればせながら、調査から 30年近く経過した報告とな

りますが、この成果が今後の飯盛城の調査・研究の一助になれば幸

いです。

平成28年3月31日

大東市教育委員会

教育長亀岡治義



例戸

l. 本書は大東市教育委員会が実施した飯盛山城遺跡の発掘調査概報である。

2. 本書には下記の2件の調査成果を所収している。

①大阪産業大学グランド造成工事に伴う調査（昭和63年9月26日～同年 10月3日）

調査名： IMOI 

②株式会社FM802送信所建設に伴う調査（平成元年1月9日～同年1月29日）

調査名： I MOII 

3. 調査は、大東市教育委員会歴史民俗資料館（調査当時）黒田淳を担当者として実施した。

4. 調査に要した費用は、①は学校法人大阪産業大学、②は株式会社FM802が負担した。記して感謝

の意を表する次第である。

5. 調査にあたり、①では東洋建設株式会社、②では住友電気工業株式会社の協力を得た。

6. 調査参加者は下記のとおりである。（順不動・敬称略）

①深沢吉隆、大谷聡、小矢田誠司、中村亘登、三宅秀男、石井裕己、山村俊之、広瀬悟郎、

玉本雅己、大山清

②大谷聡、大山清、山村俊之

7. 「飯盛山城遣跡」は、調査当時の周知の埋蔵文化財包蔵地（遣跡）の登録名であるが、現在は、名称

を変更し「飯盛城跡」となっている。本文中では調査当時の「飯盛山城遺跡」を使用しているが、城

そのものを説明する場合は「飯盛城」を使用している。

8. 調査で作成した図面並びに、写真、カラースライドは大東市教育委員会で保管している。広く活用

されることを望む。
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第1章位置と環境

第1節地理的環境

飯盛山城遺跡の所在する大東市は、大阪府の北東部に

位置する。（第1図）飯盛山城遺跡は、大東市の東部にあ

る飯盛山に築かれた中世の山城である飯盛城の城域と関

連遺構を想定して設けられた周知の埋蔵文化財包蔵地

（現在の登録名は「飯盛城跡」）では1:1)、その範囲は南北

約 1300m、東西約200"-700mとなっている。

飯盛山城遺跡は、北部分の飯盛城が所在する飯盛山が

大東市大字北条、南部分が大東市大 '"'-'・'・"● 

字龍間に属している。

飯盛山は、河内平野の東部を南北

に走る生駒山地の北部を構成してい

る山塊で、標高は約 314mを測り、

北部が四條畷市、南部が大東市にそ

れぞれ属している。（第2図）

飯盛山の地形を概観すると、痩せ

た稜線が南北に走り、西は平野部へ

向かって急俊な尾根が幾筋も派生し、

東は、南東方面に位置する室池から

流れ出す権現川によって侵食された

深い谷が形成されている。北は生駒

山地の北端で、急激に高度を下げ、

交野台地に向かって細く突き出して

いる。一方、南は緩やかに一

を下げた後、生駒山地の主峰である

生駒山（標高642m)に続いている。

西側に張り出した尾根は幾筋もの

谷を形成し、そこから流れ出す中小

河川により、裾野には小規模な扇状

地が形成されている。

第2節歴史的環境

山裾を南北に走る東高野街道沿い

の北条、野崎、寺川、中垣内には、

多くの遺跡が分布し、扇状地には古

代から中世の集落が営まれ、また尾

ol 
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第1図大東市位置図

第2図飯盛山位置図
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~ 500 1000m 

10福連寺遺跡 17福連寺古墳 21北条古墳 42北条東古墳群 51城ヶ谷遺跡

12峯垣内遺跡 18北条西遺跡 22北条南古墳 44野崎城跡 53野崎条里遺跡

15ヤタ山古墳 19宮谷古墳群 23北条遺跡 45北新町遺跡

16野崎遺跡 20大将軍古墳 41飯盛城跡 49墓谷古墳群
（飯盛山城遺跡）

第3図 周辺の遺跡分布図
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根の先端付近には、古墳が築

造されている。（第3図）

南の龍間は、標裔200,...__,350

mの山間部に位置し、現在、

大阪と奈良を結ぶ幹線道であ

る阪奈道路が通り、道路沿い

の一部は開発が行われている

ものの、谷あいに存在する集

落と耕作地以外は山林となっ

ている地域である。

ここには、弥生時代中期の

遺跡が分布しており、弥生土

器の他に、サヌカイト製石小

刀、磨製石剣等の石器が採集

されている （註2)。古墳時代以

降中世前半までの様相は明ら

かではないが、当地の龍光寺

には、「延徳二庚戌三月」 (1490)

の銘が刻まれている延命地蔵

（註3)があり、遅くとも中世後

半頃までには、集落が形成さ

れていたと考えられている。

また、当地域では花閾岩が産

出されることから、徳川大坂

城再築の際、石垣に使用する

石の採石が行われていたこと

を示す、刻印石、矢穴石 （註4)

が分布している。

第2章

IMOIの調査

第1節調査に至る経緯

第4図 IMO I調査地位置図

大東市大字龍間 1842-2外 17筆において、野球グラウンド造成工事を行う計画が土地所有者である学

校法人大阪産業大学より出された。（第4図）工事面積は 14,933.70面で、その内容は一部切土を行い、

南に開口する谷の大部分を埋め、コンクリート重力式擁壁やフトン篭堰堤、調整池を築造する大規模な

ものであった。工事範囲の一部は、周知の埋蔵文化財包蔵地の飯盛山城遺跡に南接するため、事前の試

掘調査を実施することになった。昭和63年9月8日付で試掘依頼書が提出され、それに基づき、大東市
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教育委員会で試掘調査を実施した。

試掘調査は、昭和 63年 9月 16・17日に実施し、 lXlm、2X4mのトレンチを合計 33箇所、さらに

詳細な確認が必要な箇所については、各トレンチを繋ぐ形で実施した。試掘調査の結果、 トレンチNo.21

において、瓦質土器や土師器等の破片が出土し、遣構が残存している可能性が高いため、事業主と協議

を行い、発掘調査を実施することとなった。調査は、トレンチNo.21を設定した東方向に開口する谷部分

に、 3Xl0mのトレンチを設定して、昭和63年9月26日～同年 10月3日まで実施した。（第5図）

.d-+一

50m 

第5図 IMO Iトレンチ配置図
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南壁

z
 1 表土

2 オリーブ褐色土 (2.5Y4/3) 
3 暗灰黄色土 (2.5Y4/2) 
4 黒褐色土 (10YR3/2)
5 黄褐色土 (2.5Y5/6) 

T. P. +247. Om 、~T. P. +247. Om 
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2m 

第6図 IMO I調査トレンチ土層断面図
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z 第1遺構面
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第7図 IMO I調査トレンチ平面図

第2節調査成果

調査地は、東に向かって開口する狭い谷部分で、調査前の標高は、西側がT.P.+約248m、東側がT.P.+

約245mを測り、西から東へ傾斜する斜面地であった。

層序（第6図）

1層は表土である。暗灰～黄灰色を呈する腐葉土で、層厚は20,....,30cmを測る。 2層はオリーブ褐色土

で、層厚は約20cm、この層を除去すると、次の 3層である暗灰黄色土の上面が、焼土坑や土坑を検出し

た第 1遺構面である。 3層は層厚20,....,30cmを測る。 4層の黒褐色土は、部分的な堆積状況で、 5層の黄

褐色土を除去すると、第2遺構面（最終面）のベース層となった地山の土である。花岡岩の培濫土で、

硬く締まっており、地表からは約 lm程度の深さで検出している。

遺構（第7図）

遣構は第 1遣構面で検出された、 SK-01・02の土坑2基のみである。

SK-01は、第 1遺構面の検出過程で焼土層の広がりが認められ、最終的には 0.55XO. 65mの楕円形

の焼土坑となった。深さは約5cmと浅く、焚火程度の痕跡であった。

不定形の土坑SK-02は0.38XO. 78m、深さ 20cmを測る。また、第 1遺構面では50,.___,60cm大の花岡

岩の石を検出しているが、自然石で、転石と考えられる。

第2遺構面は、地山をベースとして検出した最終面で、幅0.2m、深さ 0.4mの流路的な地形を検出し

ている。谷地形に伴う、自然流路的なもので、ここでも内部で花岡岩の石を検出しているが、転石と考

えられる。
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第8図 IMO I出土遺物実測図(1)
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第9図 IMO I出土遺物実測図(2)
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第10図 IMO I出土遺物実測図(3)

遺物（第8"'-'10図写真6・7)

追構からの出士は無く、 2"'-'4層からの出土遺物である。 2層から土師器羽釜 (1・3・4)、瓦質播鉢 (6)、

瓦質鉢 (9"'-'11)、砥石 (19)が、 3層から瓦質羽釜 (5・18)、瓦質鉢 (12"'-'14)、須恵器鉢 (16)が、 4

層から土師器羽釜 (2)と、中世の追物がそれぞれ出土している。また、最下層の5層からは中世の追物

である灰釉陶器皿 (17)の他、古墳時代の須恵器杯身 (15)サヌカイト製の石鏃 (20)が出土している。

また、試掘時にも瓦質捏鉢 (7)や瓦質揺鉢 (8)が出士している。

第3節小結

調査の結果、遺構面を 2面検出しているが、最終面とした第2遺構面に関しては、谷部分の自然地形

を検出したものである。また、第 1遺構面に関しても、土坑を 2基検出しているものの、遣構からの出

土遺物が無かったため、遺構の性格を含め、詳細は不明である。ただ、出土遣物に関しては、試掘調査

時の状況から、古くても中世までの範囲で納まるものと考えていたが、石鏃や古墳時代の須恵器が出土

したのは予想外であった。調査地は現在の集落からも離れた山中にあり、通常の生活を営む地ではない

ことを推察するのは容易であり、調査地の場所を考慮すると、出土遣物量は少ないとは言えない。

当地とその周囲で、古くから何らかの人の活動があったことは事実で、これらの遣物は、通常の生活

で遺されたものではなく、特別な性格を持った活動によるものと考えられるが、現段階では推測の域を

出ない。
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第3章 I MOIIの調査

第1節調査に至る経緯

昭和63年 10月、大東市大字北条2377-16に

おいて、株式会社FM802の送信所建設の計画

が上がった。同社は翌年（平成元年） 6月 1日

の放送開始に向けて、送信所を飯盛山に建設予

定であるとのことであった。当該地は周知の埋

蔵文化財包蔵地の飯盛山城遣跡にあたるため、

文化財保護法による届出の提出を求め、事前に

埋蔵文化財の協議を行った。送信所建設予定地

は、既設の送イ言所 (NHKFM・FM大阪）の

南西に隣接した場所（第 11図）で、当該地は通

称「千畳敷郭」 Gl:5)と呼ばれている飯盛城中で

は最大の規模を持つ曲輪である。既存の送信所

建設時は、発掘調査等は実施されていないが、

城郭に関する遣構が残されていることが予想さ

れ、大東市教育委員会では当該工事の内容から、

遣構に影響を及ぼす可能性があると判断し、エ

事に先立つ確認調査を昭和63年 12月23日に実施した。調査の結果、瓦質土器や土師器片が出土し、焼

士や炭化層等が確認されたことから、発掘調査を実施することとなった。

゜
100m 

第11図 IMO II調査地位置図

調査は送1言所建設予定地に6Xl2mの調査トレンチを設定して、平成元年 1月9日～同年1月24日ま

で実施した。

第2節調査成果

調査地は、既設のFM送信所の南西側の平坦地で、調査前の標高はT.P. +310m前後を測った。

層序（第 12図）

1層は盛土である。既設のFM送信所建設時の整地に伴い、削平された土が南西側に押され堆積した

ものと考えられる。 2層は炭化した植物が含まれている焼土で、約 5cmの層厚で調査区全体に堆積して

いた。検出状況から、山焼きが行われたような様相を呈している。盛土される前の地表面であり、検出

面の標高は、北西隅で T.P.+約 309.5m、南東隅でT.P.+307.Smを測り、北西から南東方向に傾斜して

いる。 3層は灰黄褐色土で、 2層の直下に約5cmの層厚で堆積する。 4層は第 1遺構面のベース層となっ

ている黄褐色土で、調査区の南東部に集中して、 10"'-'15cm大の礫が含まれていた。 4層を掘り下げてい

くと、凡そ 30"'-'SOcmで地山に到達する。地山は花間岩の培濫土で、硬く締まった層である。
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遺構（第 13図）

調査では遺構面を 2面検出したが、同一遣構面として考えている。遺構は、北西から南東方向へ傾斜

する斜面地においてピット (SP-01,......,12)、溝 (SD-01)が、調査区北西隅で落ち込みが検出された。

ピットは径20,......,30cm矛尉変で、平面形、規模ともほぼ揃っているが、深さは 10cmと浅いものや、 40cm

を測る深いものもあった。埋土は何れも上層の 3層と同じ灰黄褐色土であった。

溝SD-01は、斜面と同じ北西から南東方向に検出している。両端とも撹乱により切られているが、南

東方向は撹乱を越えて検出されていなので、この付近で終わっているものと考えられる。北西端は、調

査区の北西隅で検出された落ち込みの地山が立ち上がり、最も高くなる付近から始まっている。深さは

約 12cmで、埋土は黄褐色土であった。

落ち込みは北西に向かって地山が急激に下がっており、深さは約80cmまで確認している。調査区隅で

の検出であったこと、大半が撹乱により切られていたが、この撹乱は既設の送信所への電力供給ケーブ

ルが埋設されていたため、掘削深度が制限され、完掘できていない。したがって、本来の深さは確認で

きていない。

遺物（写真7・8)

遣構からの出土遣物は無く、土師器片、瓦質土器片、陶器片等が出土しており、何れも小片である。

図化はしていないが、土師器は皿、包絡類、瓦質土器は鉢、火鉢の類と見られ、 15---...,16世紀のものと推

定される。

第3節小結

調査を実施したのは、「千畳敷」と呼んでいる城中で最も広い曲輪とされているところである。調査面

積が狭小なため、検出された遣構の性格は不明である。詳細は明らかにし得ないが、調査区北東隅で検

出した落ち込みは、城郭関連のものとすれば、掘切の可能性も推定される。

第4章まとめ

IMOIの調査では、遣構は希薄ではあったが、出土遺物は幅広い時代のものが出土している。特に、

須恵器杯身は、近くに古墳の存在を想定されるものである。これまでの周辺の状況や、採集遺物を見る

と、当地から南へ約 1kmの地点で、平安時代の蔵骨器と推定される須恵器壺、灰釉陶器壺が採集された

太鼓山遺跡 (Jl:6)があり、今回の調査地のような生活域から離れた山中に、当時の墓域等の存在が推定さ

れる。中世の追物に関しては、飯盛城期と同時期のものである。城域外ではあるが、比較的攻めやすい

とされる、南の防御を固めるための、臨時的な施設等の存右礼）推定される。

IMO IIの調査は、飯盛城中最大の曲輪での、しかも城域内では初めて実施した調査であったが、調

査面積が狭小であったため、検出した遺構の性格を述べるのは、現段階では困難である。しかし、調査

区北西隅で検出した落ち込みは、北西に向って急激に落ち込んでおり、周囲の地形から判断すると、不

自然な形状であることから、人工的に地山を削った掘切の可能性もある。

城域内では、この調査の後今日に至るまで調査は行われておらず、遺構の性格を明らかにするために

は、周囲での調査を実施し、その成果を以て検証する必要があると考える。
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番号

SK-01 

SK-02 

SD-01 

SP-01 

SP-02 

SP-03 

SP-04 

SP-05 

SP-06 

SP-07 

SP-08 

SP-09 

SP-10 

SP-11 

SP-12 

落ち込み

註

(1)平成27年に名称変更。

(2)弥牛上器は国見高地性辿跡、石小刀は龍間追跡、磨製石剣は龍間ハンサカ追跡で出上している。

(3)大東市指定文化財第3号「石造地蔵菩薩立像」

(4) 「輸違い」、 「足立」等の刻印石が出上している。また、 「分銅」の刻印も分布している。

大東市叫蔵文化財調杏報告第32集『石切場跡発掘調査報告苫一徳川大坂城再築工事関連の石切場跡調杏ー』 2012大東市教育委員会

(5) 『大東市史』 1973大東市教育委員会

(6)調杏地があった、南へ間口する谷を下った地点に位置している。

IMO遺構一覧表
調査地 検出規模(m) 深さ(m) 形状・方向 柱痕径 埋 土 主な出士追物・時期 備 考

IMO I 0.55 X 0.65 0.05 楕円
オリープ褐色土(2.5Y1/3)

焼土抗
焼土・炭混じり

IMO I 0.38 X 0. 78 0.2 N→S オリープ褐色土(2.5Y4/3) 北側側溝に切られる

IMOII 0.35 X 2.95 0.12 円弧 黄褐色土(JOYR5/6) 両端を撹乱に切られる

IMO II 0.25 0.15 円 灰黄褐色土(10YR4/2) 第2迎構面（最終面）

IMO II 0.22 0.15 円 灰黄褐色土(10YR1/2)

!MOil 0.2 0.35 円 灰黄褐色土(10YR4/2)

IMO II 0.19 0.39 円 灰黄褐色土(1OYR4/2) 

IMO II 0.23 X 0.31 0.53 長円 灰黄褐色土(10YR4/2)

!MOil 0.2X 0.25 0.44 楕円 灰黄褐色土(10YR4/2)

[MOII 0.17 X 0.27 0.34 不定形 灰黄褐色土(10YR4/2)

IMOII 0.17X0.19 0.33 楕円 灰黄褐色土(IOYR4/2)

IMOJI 0.22 X0.25 0.28 楕円 灰黄褐色土(IOYR4/2)

IMO II 0.19 0.23 円 灰黄褐色土(10YR4/2)

IMO!I 0.2X0.26 0.22 楕円 灰黄褐色土(IOYR4/2)

IMO II 0.21 X 0.24 0.29 楕円 灰黄褐色土(IOYR4/2)

IMO II (2.1) X (3.8) 0.8 w→ E 黄褐色土(10YR5/8)
調査区北隅で検出

撹乱に切られる
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IMO I遺物観察表

番サ 追構・//,j位 崩名 法lil<cm) 種類 器種 特 徴 色 調 胎土・焼成 備考

・幅狭の鍔

1 2/iii オリープ褐色士
口f釜(16.2)

ニlcP.ilill苫 羽釜
・ロ縁部は垂直に立ち上がる 外•内・断灰黄色 粗

摂律型？苔怜i、1j・(4.9) ・ロ縁端部は外頃する平坦面を持つ (2.5Y7/2) やや軟
・外面はヨコナデ、内而はナナメハケメ

・ロ縁部は外傾気味に立ち上がり、端部は内傾する面を
持つ

2 1/rり 黄褐色土
ロf釜：(25.2) 

1—頂iii;!片 羽釜
・外面鍔部より上）jヨコナデ、下方はケズリ 外・内・断：淡黄色 粗

苔怜沿i:(6.5) ・F方は煤けている (2.5Y8/3) やや軟
・鍔部下面は未調整
・内而は板状工具によるナデ

3 2/r/i オリープ褐色土
ロ径．（ ） 

:l:li1]i{! 苫 羽釜
• ロ縁部、体部とも欠く

外・内・断：橙色(5YR6/6)
やや粗

}恰,(ii.(1.8) ・やや上）jに立ち上がる鍔で、端部に明確な面を持つ やや堅緻

・鍔部分のみ残存

1 2Ji7i オリープ褐色上
ロ径．（ー）

土師器 羽釜
•鍔上方は煤けている

にぶい黄褐色(IOYl¥5/1)
やや密

;i:,~ 皇:i:(2.3) ・やや上方に立ち上がる鍔で、端部に明確な面を持つ やや軟
・外面、内面ともにヨコナデ

・i本部から内湾するI二l縁部に、幅狭の節布な鍔が付く

口f怜(26.4)
・ロ縁端部は平坦面を持つ 外灰白色(5Y6/1)

やや粗
5 3/箇 暗灰黄色上 ll~1f/j (6.5) 瓦質土器 羽釜 ・鍔先端部は丸味を幣びて終わる 内・灰黄色(5Y7/2)

やや軟
三足

・鍔部はヨコナデ、休部外面は板状工具によるナデ 断・灰白色(5Y8/2)
・ロ縁部内面にハケメ

•口縁部は直線的に立ち上がり、端部は尖り気味に終わ
外：灰色(7.5Y5/l)

6 2/i'i オリープ褐色士鼻
ロイ各.(21.0)

瓦質土器 揺鉢
る

内：灰白色(2.5GY8/l)
やや密

}苫泊i:(3.5) ・外面、内面ともに摩耗が許しいが、ヨコナデか
断：浅黄色(5Y8/3)

やや軟
・ロ縁端部外面に強いヨコナデ

i:if各：(26.0) 
・やや内湾気味に立ち上がる口縁部

外・内：灰色(5Y5/l) やや粗
7 試掘 ECり'LI、i器 捏鉢 ・ロ縁端部は内修（する面を持つ

}怜伯j;(5.9) 
・外面、内面ともにヨコナデ

断：灰白色(5Y8/2) やや軟

8 試掘
ロ径：（ ） 

瓦質上器 拙鉢
・圧Ermn 外：灰オリープ色(5Y6/2) やや密

甘~~'i,:(1.9) ・外面はタテハケ、内面に7条/I7cmO>/,¥i 内・断：灰白色(5Y7/2) やや軟

9 2駆i オリープ褐色土
底径(22.5)

J'C'l'J:l:lr:~ 鉢
・底部、外面調整不明 外・内・断：灰白色 やや密

}怜 ~':i(2 3) ・内面にハケメ(6条/!cm) (2.5GY8/1) やや軟

・ロ縁部は内病気味に立ち上がり、端部は尖り気味に終
わる

外・内・断ともに淡黄色
口f怜.(22.5) 外flii、内面ともに摩耗が許しく、内面は表面の剥離が特 やや粗

10 2//'i オリーブ褐色上
:i:,;i'li:(7.7) 

}Lf'f 」L:~~ 鉢
しい

(2 5Y8/3)-灰白色
軟

・外面I、―I縁部付近は煤けている
(2 5Y8/2) 

・内面は摩耗のため剥離が激しい

・ロ縁部は内病気味に立ち上がり、端部は丸味を幣びて

11 2崩 オリープ褐色土
口f釜：(24.6) 

瓦質士器 鉢
終わる 外：淡黄色(25Y8/3) やや粗

器邸・(5.9) 内面は摩耗が許しく、表面の剥離が紆しい 内・断：灰白色(25Y8/2) 軟
・外面1:1縁部付近はヨコナデ

外灰白色(5Y7/1) 

12 3/1り 賠灰黄色土
ロf釜：(31.1) JU忙:l:!器 鉢 ・ロ縁端部は外頃する広い平坦面を持つ 内灰黄色(2.5Y7/2) 密

火鉢
}苫沿i:(6.0) ・内外面ともヨコナデ 断にぶい黄橙色 やや軟

(10YR7 /2) 

・1:1縁端部は外頃する広い平坦面を持つ
外．灰色(5Y5/1)

口f径：(31.7) • ロ縁部外面に2条の突帯、その間に菱形(IJL!菱文）のス 密
13 3f('l 暗灰黄色土

仕苫,1;1.(6.6) 
瓦質士器 鉢

タンプ
内：灰色(7.5Y5/l)

軟
奈良火鉢

・外面、内面ともにm耗が評しいがナデ調整
断：灰白色(25Y8/1) 

・ロ縁端部は広い平坦面を持つ
外：灰白色(5Y8/2)

底径.(37.8) ・ロ縁部外面に2条の突幣、その間に花形（菊花文）のス 密
11 3)(/j 暗灰黄色土

}科ifli.(5.0) 
瓦質:I:器 鉢

タンプ
内：灰色(5Y6/J)

軟
奈良火鉢

・外面はヨコナデ、内ffiiは板状］こ具によるナデ
断．灰白色(2.5Y8/l)

・短く傾斜するたちあがりで、端部は丸く終わる

15 5/怜 黄褐色士^
r1t各(11.0)

須恵器 杯身
・外面は底部に約1/3の回転ヘラケズリ 外・fi,J.断：灰色(N6/) 11-1-5 

苔苫it'.li.(3.9) ・内面は回転ナデ 6C中～後
•内面底部に同心円タタキとナデを施す

16 3/¥"i 賠灰黄色上
ロ径( ) 

須忠器 鉢？
・外面は格子タタキに部分的にナデ 外灰色(N5/) 晶 庄い祁片~~;r:; (3.7) •仏lf面 1ま粗いハケメ 内・断灰色(No/)

ロ径：(11.8) ・「ハ」の字状に開く体部から、口縁部は外反して終わる 外・内．灰オリープ色
17 5/面 黄褐色土 甘~t:i:(2.3) 灰釉陶器 皿 ・見込みに花文 (7.5Y5/2) 

圧sf荼： (6 7) ・底部外面にトチンの跡 断：灰色(75Y7 /1) 

・「く」の字に屈曲する口頸部
外・内：にぶい黄橙色

18 3/171 暗灰黄色—I:
ロ径：(18 8) 

土師器 羽釜
・内湾気味に外頃する短口縁部

(lOYR6/4) 堅緻
大和型

}苔,11,:(2.oJ ・ロ縁端部は平坦面を持ち内側に肥Iばする
断：黒色(7.5YR2/l)

やや粗
・外面、内面ともナデ

艮：9.0 

19 21/ii オリープ褐色土
幅：8.6 

石製品 砥石？ ・側面に人為的な平坦面 灰白色(5Y8/l) 凝灰岩製！恥3.9
m.3s7.5g 

長.3.2

20 5/汁 黄褐色土
幅.2.1

石器 石鏃
• 平枯式

灰色： (N1/) サヌカイト製
Ji;,: .0.5 ・先端部を欠く

!「l,3g

-12-



写
真
1

飯
盛
山
写
真

（市役所庁舎屋上から）

-13-



写
真
2

I

M

O

I
ヽ

＾ 1 、脳：．．．泣 , • 
.___, ~ 涵~ :. -. 
調査地全景（北より）

多~:
-·~~-J· 
焼土検出状況（西より）

第1遺構面（東より）
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 (1-4土師器羽釜、 5瓦質羽釜、 6・8瓦質擢鉢、 7瓦質捏鉢、 9瓦質鉢）

12 

I MO I (10-12瓦質鉢、 13・14瓦質火鉢、 16須恵器鉢.17灰釉陶器皿、 18土師器羽釜）
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報告書抄録

ふりがな いいもりやまじろいせきはっくつちょうさがいほう

飯盛山城遺跡発掘査調査概報

副書名 グランド造成 ・FM送信所建設に伴う

巻次

シリーズ名 大東市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第40集

編集者名

編集機関 大東市教育委員会

所在地 〒574-0076 大阪府大東市曙町4-6 TEL072-870-9105 

発行年月日 2016年（平成28年）3月31日

所ふ収り遺が跡名な 所ふり在が地な
コード

市町村 遺跡
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

お大お阪さか府ふ

t飯ヽtヽ 盛',, 山",t城じ/遣lヽせ跡・¥ 
大だし、東とう市し 34° 135° 1988年

お大おあ字ざ龍たつ間t 43' 39' 9月26日～ 30 nf 
グラウン

27218 41 
(I MO  I) ド造成

1842-2 7" 24" 10月3日

外 17

お大お阪さか府ふ
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所収遣跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

弥生時代 石鏃．砥石・須

飯盛山城遣跡 古墳時代
土坑・焼土坑

恵器・土師器・

(I MO  I) 鎌倉時代 瓦質土器・灰釉

戦国時代 陶器

飯盛山城遺跡
山城跡 戦国時代

溝、ピット、 土師器・瓦質土 城郭（曲輪）部分

(I MO  II) 落ち込み 器・陶器 を調査
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